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１．研究計画の概要 
従来イギリス文学、フランス文学、美学・美
術史学、社会学といった個々の専門家が進め
てきた研究の成果を、統合的視点から再構築
し、また一方で個別の専門研究をさらに推進
することに貢献する礎を形成することを目
的とする。イギリスとフランスの文化交流史
上興味深い事例として、１９世紀のイギリス
の美術評論家・社会思想家であるジョン・ラ
スキンをとりあげる。彼の著作は、同時代の
フランスにおいて、作家マルセル・プルース
トを始めとする数多くの文学者、評論家に翻
訳、紹介され、フランスの芸術全般に大きな
影響を与えた。ラスキンのフランス受容を綿
密にたどりつつ、当時の両国の社会的または
文化的状況を探究する。 
 
２．研究の進捗状況 
１）フランスにおけるラスキン受容と文学
的動向（特に高踏主義と象徴主義）の関係
について、ことにルコント・ド・リール関
連のものを中心に資料収集と整理をほぼ
終え、色彩論を始めとする美術批評との関
わりが深いことが明らかになった．また批
評史におけるプルーストのテクストの位
置づけもさらに進め、作家独自の美学を反
映させたテクストではあるが、詩人もしく
はラスキンの各時代の受容のあり方を強
く反映した側面もあることが明らかにな
った．フランスの専門家にはすでにレビュ
ーを受け、専門誌への投稿を準備中である． 

２）フランスにおけるラスキン受容と美術
批評の関係について、特にプリミティヴ派

の評価を巡って調査を行い、プルースト、
ラスキン、マンテーニャに焦点をあてた論
文を発表．この問題は美術館制度との関わ
りが強く、特にルーブル美術館における展
示の仕方の変遷について詳細な調査をし
た．その過程で新たな資料が多く見つかり、
その整理をし、この主題についてさらに考
察を進める足がかりを形成した． 

３）２）の研究に絡んで、『近代画家論』
以降のラスキンの著作と講演記録の調査
を進めた．特にイタリア中世絵画と初期ル
ネッサンスの画家について、ラスキンの言
説の変化をたどり、その一部を前述の論文
に反映させた． 

４）フランスの美術哲学の流れについては、
主要な著作を詳細に精査した上で、ラスキ
ンの思想との比較をし、１９世紀後半にフ
ランスでラスキンが受容された思想史・美
学的背景を明らかにした．その上でプルー
ストの『アミアンの聖書』序文の考察をさ
らに勧めて、論文にまとめた． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
当初の計画以上に考察が発達して、研究対象
も広がり、またフランスの研究者との活発な
交流の成果で多くの新たな資料が発見され
たことは評価できるが、当初の目標の一つで
ある、ラスキンに関する言説のデーターベー
ースづくりについてコーパスが拡大する一
方で、目録作成には多少の遅れが生じている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
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ことに前述の２）に書いたプリミティヴ派批
評の問題にさらに重点をあて、美術教育をめ
ぐる社会制度、美術批評、そして受け手の反
応を証言する文学テクストの役割について、
考察を深め、４年間の研究の現段階での総括
をする． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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